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１． 四半期業績の概況の作成等に係る事項 
 

売上高の会計処理の方法の最近連結会計年度における認識の方法との相違の有無 ： 無 
第３四半期の業績に関しましては、監査法人による監査を受けておりません。 

 
２． 平成１６年３月期第３四半期の業績概況（ 平成１５年４月１日～平成１５年１２月３１日 ） 
 
 （１） 売上高                   （ 単位：百万円未満切捨 ） 

       百万円        ％ 

１６年３月期第３四半期 38,070 ― 

１５年３月期第３四半期 ― ― 

（ 参考 ）１５年３月期 50,914  

    （注）１．売上高は、当該四半期までの累計値です。 

       ２．当該四半期は開示適用初年度にあたるため、前年同四半期の実績及び増減率については記

載しておりません。 
 
   ［ 売上高に関する補足説明 ］ 

当第３四半期におけるわが国経済は、民間設備投資、輸出の増加などにより、景気回復基調が見ら

れたものの、雇用・所得環境の改善の遅れから、個人消費の低迷や為替相場の変動による懸念材料も

あり、予断の許されない状況にあります。 

物流業界におきましても、顧客の物流合理化及びコスト低減要請などの影響を受け、厳しい状況が

続いております。 

この様な事業環境のなか、当社グループといたしましては、引き続き積極的な営業活動と業務の効

率化・合理化を進めてまいりました。 

これらの結果、当第３四半期の売上高は、380 億 70 百万円となり、事業の種類別セグメント別の

内訳は港湾運送及びその関連事業におきましては、335 億 00 百万円、倉庫・賃貸事業におきまして

は 45 億 69 百万円となりました。 
 
 （２）当該四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象 

     該当する事象はありません。 

 

３． 平成１６年３月期の連結業績予想 （ 平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日 ） 
 

 
予想売上高 予想経常利益 予想当期純利益 

１ 株 当 た り        

予想当期純利益 

     百万円     百万円     百万円    円   銭  

通 期 50,000 2,400  1,140    36   06 
 
   ［ 業績予想に関する定性的情報等 ］ 

     業績予想につきましては、平成１５年１１月２５日に公表いたしました予想に変更はありません。 
 
※ 上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は

今後様々な要因によって予想値と異なる場合があります。 
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